
平成26年12月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成26年7月31日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 三陽商会 上場取引所 東
コード番号 8011 URL http://www.sanyo-shokai.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長兼社長執行役員 （氏名） 杉浦 昌彦
問合せ先責任者 （役職名） 経理財務本部 経理部長 （氏名） 中島 和也 TEL 03-6380-0734
四半期報告書提出予定日 平成26年8月12日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有
四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （アナリスト・プレス向け）

1. 平成26年12月期第2四半期の連結業績（平成26年1月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年12月期第2四半期 53,270 4.8 4,515 58.9 4,570 47.2 3,173 ―
25年12月期第2四半期 50,816 △1.9 2,842 10.4 3,105 19.5 △166 ―

（注）包括利益 26年12月期第2四半期 2,981百万円 （10.4％） 25年12月期第2四半期 2,699百万円 （48.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年12月期第2四半期 25.24 ―
25年12月期第2四半期 △1.33 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年12月期第2四半期 93,115 57,230 61.5
25年12月期 98,425 55,257 56.1
（参考）自己資本 26年12月期第2四半期 57,230百万円 25年12月期 55,257百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年12月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00
26年12月期 ― 0.00
26年12月期（予想） ― 8.00 8.00

3. 平成26年12月期の連結業績予想（平成26年 1月 1日～平成26年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 109,300 2.8 8,700 23.3 8,900 18.7 5,500 50.7 43.75



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する事項は、当社が現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、その達成を当社として約束する趣旨
のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因によって異なる場合があります。上記業績予想に関する事項は、添付資料２ページ「１．当四半
期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年12月期2Q 126,229,345 株 25年12月期 126,229,345 株
② 期末自己株式数 26年12月期2Q 506,938 株 25年12月期 499,883 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年12月期2Q 125,725,249 株 25年12月期2Q 125,738,058 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（平成26年１月１日～平成26年６月30日）におけるわが国経済は、政府や日本銀行の

各種政策の効果などから、企業収益に改善の動きが見られるなど、景気は緩やかな回復基調が続いております。た

だし、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により、４月から６月は弱い動きもみられております。また、

海外景気の下振れ懸念や、７月以降も消費増税の影響が見込まれるなど、国内景気と個人消費は注意を要する状況

が続くと思われます。

 当アパレル・ファッション業界では、消費者の節約志向は続いておりますが、景気回復の期待感や消費税率引き

上げ前の駆け込み需要の影響などもあり、３月春物商戦は好調に推移しました。また、４月以降は消費増税の影響

により、店頭の売上は前年対比マイナス基調の動きで推移しました。

 このような経営環境のなかで、当社グループは従来からの方針に基づく積極的な営業活動を展開すると同時に、

商品企画、販路の見直しや柔軟な生産調整等、環境変化に対応した経営に注力してまいりました。また、業務の一

層の効率化を追求するとともに、事業の選択と集中を基本方針に、業績の向上に努めてまいりました。

 この結果、当社グループの第２四半期連結累計期間の売上高は532億７千万円（前年同期比4.8％増）、営業利益

は45億１千５百万円（前年同期比58.9％増）、経常利益は45億７千万円（前年同期比47.2％増）、四半期純利益は

31億７千３百万円（前年同期は１億６千６百万円の四半期純損失）となりました。

 また、本年５月19日に、バーバリーのライセンス契約について、バーバリーブランドのライセンス事業は2015年

春夏シーズンを以って終了すること、ブルーレーベルならびにブラックレーベル・ブランドについて、バーバリー

グループと新たなライセンス契約を締結したこと、及び本件が今期の業績に与える影響は軽微であることを開示し

ております。ならびに、2014年を起点とする「中期５ヵ年経営計画」を策定し、同日発表しております。

 こうした経営環境の激変の下、当社グループは抜本的な事業構造の変革を成し遂げる好機ととらえ、今までにも

増して「お客様」に目をむけ、お客様にご支持頂ける「価値」を提供できる企業へと進化してまいる所存でござい

ます。

 なお、当社グループは、アパレルを核とするファッション関連事業の単一セグメントでありますので、セグメン

ト情報の記載はしておりません。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における資産総額は、前連結会計年度末に比べ53億１千万円減少し、931億１千５

百万円となりました。これは現金及び預金が28億４千４百万円増加しましたが、売上債権が46億８千５百万円、商

品及び製品が21億８千７百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

 負債総額は前連結会計年度末に比べ72億８千３百万円減少し、358億８千４百万円となりました。これは仕入債

務が39億４千万円、未払法人税等が26億８千１百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

 また、純資産は利益剰余金が21億６千７百万円増加しましたが、その他有価証券評価差額金が５億７千９百万円

減少したこと等により572億３千万円となりました。

 この結果、自己資本比率は61.5％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年12月期第２四半期連結累計期間につきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の影響などによ

り、３月春物商戦が好調に推移したため、売上高と粗利益額が増加し、また、販管費の削減を推進したことによ

り、営業利益、経常利益、四半期純利益は当初予想を上回る結果となりました。

 平成26年12月期通期業績予想につきましては、消費増税による影響も和らぎつつある状況を踏まえ、売上高

1,093億円、営業利益87億円、経常利益89億円、当期純利益55億円に上方修正いたします。

 詳細は本日別途開示の「第２四半期業績予想と実績との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照下さい。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 19,849 22,693 

受取手形及び売掛金 13,209 8,523 

商品及び製品 22,361 20,173 

繰延税金資産 1,383 736 

その他 1,007 1,120 

貸倒引当金 △53 △42 

流動資産合計 57,757 53,205 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,800 3,870 

土地 10,438 10,438 

その他（純額） 1,623 1,639 

有形固定資産合計 15,862 15,948 

無形固定資産 2,520 2,557 

投資その他の資産    

投資有価証券 18,215 17,479 

繰延税金資産 18 17 

敷金及び保証金 3,485 3,354 

その他 624 608 

貸倒引当金 △58 △56 

投資その他の資産合計 22,284 21,403 

固定資産合計 40,668 39,909 

資産合計 98,425 93,115 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 16,628 12,688 

短期借入金 3,894 1,320 

未払消費税等 470 617 

未払法人税等 3,444 763 

賞与引当金 467 470 

返品調整引当金 490 250 

その他 3,815 4,018 

流動負債合計 29,211 20,127 

固定負債    

長期借入金 9,250 11,680 

長期未払金 460 448 

繰延税金負債 985 827 

再評価に係る繰延税金負債 709 321 

退職給付引当金 2,187 2,163 

その他 363 316 

固定負債合計 13,956 15,757 

負債合計 43,167 35,884 

純資産の部    

株主資本    

資本金 15,002 15,002 

資本剰余金 10,061 10,061 

利益剰余金 25,628 27,796 

自己株式 △236 △238 

株主資本合計 50,456 52,621 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,147 5,568 

繰延ヘッジ損益 △0 - 

土地再評価差額金 △1,423 △1,035 

為替換算調整勘定 77 76 

その他の包括利益累計額合計 4,801 4,609 

純資産合計 55,257 57,230 

負債純資産合計 98,425 93,115 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 50,816 53,270 

売上原価 25,678 27,041 

売上総利益 25,137 26,228 

販売費及び一般管理費 22,295 21,713 

営業利益 2,842 4,515 

営業外収益    

受取利息 9 8 

受取配当金 164 208 

受取賃貸料 342 57 

持分法による投資利益 34 29 

その他 83 40 

営業外収益合計 634 343 

営業外費用    

支払利息 129 94 

賃貸費用 200 16 

借入関連費用 - 150 

その他 41 27 

営業外費用合計 371 288 

経常利益 3,105 4,570 

特別利益    

ゴルフ会員権売却益 - 7 

特別利益合計 - 7 

特別損失    

固定資産除却損 10 12 

減損損失 20 61 

事業構造改善費用 3,170 - 

特別損失合計 3,200 73 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△94 4,504 

法人税、住民税及び事業税 34 692 

法人税等調整額 38 638 

法人税等合計 72 1,331 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△166 3,173 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △166 3,173 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△166 3,173 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,822 △579 

繰延ヘッジ損益 0 0 

土地再評価差額金 - 387 

為替換算調整勘定 43 △0 

その他の包括利益合計 2,865 △192 

四半期包括利益 2,699 2,981 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,699 2,981 

少数株主に係る四半期包括利益 － - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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